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地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 珠洲市 

②人口（※１） 珠洲市 16,662 人 高齢化率 41.28% 

（日置地区 563 人 高齢化率 49.4%） 

(平成 24年 10月 1日現在) 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

珠洲市 

65 歳以上人口 6,878 人（41.28%） 

75 歳以上人口 4,086 人（24.5%） 

日置地区 

65 歳以上人口 278 人 高齢化率（49.4%） 

75 歳以上人口 189 人 後期高齢化率（33.6%） 

(平成 24年 10月 1日現在) 

① 取組の概要 地域と医療と行政が連携し、認知症患者を早期発見・早期受診につなぐ地域主

導のシステムの構築を目指す。 

⑤取組の特徴 

 

地区社会福祉協議会(民生委員･老人会･その他地域団体)メンバーが地域の見守

隊として活動しており、そのメンバーと地域包括支援センター、精神科医で取

り組みを行っている。 

⑥開始年度 平成 24 年度(日置地区) 

⑦取組のこれまで

の経緯 

認知症の症状が進行してから病院に受診する人が後を絶たない現状を感じた精

神科医が、支援が必要な人の早期発見・早期受診に繋げるネットワークづくり

の必要性について提言し、地域・医療・行政の包括的なネットワークによる地

域で支え合う仕組みづくりとして「認知症診療ネットワークの推進」に取り組

むこととなった。 

⑧主な利用者と人

数 

高齢者（要介護認定者除く） 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

自治体病院精神科医、自治体病院看護師、自治体病院医療ソーシャルワーカー、

地区社会福祉協議会、社会福祉協議会、地域包括支援センター 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

認知症診療ネットワーク推進会議への参加、要支援者個別アプローチへの同行 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

なし 

⑫取組の課題 地域住民の認知症に関する理解。 

⑬今後の取組予定 市内全地区への活動展開や、活動を行った地区への継続的なアプローチ。 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

珠洲市地域包括支援センター ０７６８－８２－７７４６ 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（石川県） 


